
＜建築展 24 日韓合同学生ワークショップ＞ 

（九州支部大会 in 北九州同時開催） 

事業報告書 

 

於 北九州国際会議場 

 

 

（ 公社）日本建築家協会
九州支部北福岡地域会
JIA国際支援活動支部助成事業事業

2100年

に
建
つ 建

築
展
vol.24

日
韓
合
同
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
　
回
ま
ち
づ
く
り
研
究
セ
ミ
ナ
ー

年
建築

9月3日（ 土） 10:00-17:00 中間講評会

9月23日（ 金） 15:30-17:30 セミナー 「 生きていくための場所をどう 設計するか」

9月24日（ 土） 9:45-17:00 最終講評会、表彰式

講師：  2021年度 JIA新人賞受賞者 木村吉成氏（ 木村松本建築設計事務所） 
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2022 年 9 月 24 日 

九州支部 

 

 

■事業名 建築展２４・日韓合同学生ワークショップ、第 52 回まちづくり研究セミナー 

 

■主催者：公益社団法人日本建築家協会九州支部北福岡地域会 

 

■共催：北九州市、まちづくり研究セミナー 

 

■事業概要：北九州市とその周辺の建築家で構成されている北福岡地域会では、建築・まちづ

くりを通して社会貢献する活動の一環として、北九州周辺地域の大学と「建築文

化及び友好・交流についての協定」を結んでいる韓国の大学との日韓合同学生ワ

－クショップを毎年開催してきました。今年度の日韓学生ワークショップは、コ

ロナ禍に風穴を開けるべく活動を活発化し、リモートと一部対面のハイブリッド

方式で行いました。また最終講評会とセミナーは対面開催（韓国チームはリモー

ト）となりました。参加チームは、釜山周辺の大学と、日本の大学を対象として

ます。 

 

■事業の目的：日韓の建築文化の違いを肌で感じてもらいながら、国際感覚を持った次世代を

担う建築家の育成や、建築文化の創造・発展に貢献する事を目的としています。

「未来への結束～SDGs」をテーマに各都市が直面するコンパクトシティや SDGs

への建築の取り組みを題材とします。今回の課題は、北九州市が策定している

【２０５０まちづくりビジョン「まちごとワークプレイス」】への提案として、

100 年後の都市の在り方を模索すべく【２１００年に建つ建築】としました。２

１００年の未来の建築を要求するのではなく、「今」計画し、気候や社会環境の変

化を見据え２１００年以降も経ち続ける建築を出題しました。     

 

■実施場所：7 月１６日～9 月 3 日：リモート会場（北九州市、韓国釜山、福岡市、大分県、

京都府） 

9 月２３日・24 日：北九州国際会議場 国際会議室、韓国釜山 

■参加者 ：九州支部会員 ５０名 

      北九州市立大学 ４名 

九州産業大学 ９名 

九州工業大学 ９名 



日本文理大学 １２名（２チーム） 

釜山大学 ６名(韓国) 

東亜大学 ６名（韓国） 

慶星大学 １３名（韓国・２チーム） 

その他大学教授他関係者 １１名 

 

■実施期間：2022 年 7 月 16 日～2022 年 9 月 24 日 

■日程：7 月 16 日 課題発表会（リモート） 

    7 月 30 日 コンセプト発表会・講評会（リモート） 

    9 月 3 日  中間講評会（リモート） 

    9 月 23 日 セミナー（九州支部大会 1 日目）（ハイブリッド） 

    9 月 24 日 最終講評会（九州支部大会 2 日目）（ハイブリッド） 

 

■報告 

 ○課題の意図 

   日本のみならず、世界中の成熟都市が抱える、これからの都市の歩み方が課題となって 

ます。北九州市では歩み方の指標として「２０５０まちづくりビジョン」が策定されました。 

北九州市が直面する、人口急減や超高齢化社会を迎える中で、持続可能な都市形成を行うため 

には、効率的な都市整備や生活拠点の魅力向上を図ることが重要だと示されています。講師の 

木村先生による「２１００年に建つ建築」は、２１００年に建てる建築を考えるのではなく、 

「今」計画し２１００年にも実在する建築のあり方の提案を求めるものであります。２１００ 

年の北九州は紫川の水面レベルが８００ｍｍ上昇し、人口が半減するというデータがありま 

す。 

困難な課題ですが、日韓で直面する共通の課題によるワークショップを通して、日韓の建築

文化の違いを肌で感じてもらいながら、国際感覚を持った次世代を担う建築家の育成や、建築

文化の創造・発展に貢献できたことを報告いたします。 

 

 

 ○ワークショップ・国際交流について 

   コンペではなく、ワークショップ形式にて長年開催しております。日韓の学生のお互い 

の文化やアイデアの違い、講師による指導により相互に触発されながら、中間講評会・最終 

講評会へとブラシュアップすることを狙いとし、ワークショップ形式を選択してます。また、 

約３ヶ月のワークショップを通して、学生間の一体感や連帯感、日韓相互の会話などが生ま 

れ、国際交流の一助となれば本望です。今季から、釜山建築士協会の依頼により「釜山学生建 

築フェスタ」へ受賞作品を出展することになっており、ますます国際交流の輪が広がっていま 

す。２０年来培ってきた日韓合同学生ワークショップの成果であると考えてます。 



 

 

 

 

 

 

○最終結果（資料参照） 

本事業は、講師によるワークショップを主とする事業のため、提案作品の優劣は 

重視していませんが、参加者のモチベーション創出のため賞を授与してます。 

また、本年はコロナ禍の開催のため、日本チームは現地にて講評が可能でしたが、韓国チーム

はリモートによる講評であった為、講評条件に差があったことも記載しておきます。 

 

以下に、最終結果を記載します。 

・最優秀賞： 釜山大学 

・木村吉成賞： 日本文理大学A 

・JIA松山支部長賞： 九州産業大学 

・まちづくり研究セミナー賞： 九州工業大学 

・JIA奨励賞： 東亜大学 

 

講評者：木村吉成（2021 年度 JIA 新人賞受賞者） 

    松山将勝（JIA 九州支部支部長） 

    尾道建二（九州共立大学名誉教授）       

    岩下陽市（九州職業能力開発大学講師） 

 

■報告書作成者：九州支部 北福岡地域会 塩釜 直人



 

 

JIA 国際交流報告写真 

 

 

 

○木村吉成氏による課題発表会（7 月 16 日） 

 

 

○コンセプト発表会・講評会（7 月 30 日） 



 

 

○中間講評会(9 月 3 日) 

 

 

 

 

 

 

 

○セミナー（9 月 23 日） 



 

 

○最終講評会 

□北九州市立大学 

 

 

 

□慶星大学 B 

 



 

 

 

 

□日本文理大学 A 

 

 

 

 

□慶星大学 A 

 



 

 

 

□日本文理大学 B 

 

 

 

 

 

□東亜大学 

 

 



 

 

 

 

□九州産業大学 

 

 

 

 

□釜山大学 

 



 

 

□九州工業大学 

 

 

 

□受賞式 

 



 

□最優秀賞 釜山大学          

 

 

 

□木村吉成賞 日本文理大学 A 

 

 

□JIA 松山支部長賞 九州産業大学 

 

 

 

□まちづくり研究セミナー賞 九州工業大学 



 

 

□JIA 奨励賞 東亜大学 

 

 

 

□北九州市立大学                     □日本文理大学 B 

 

 

 

 

□韓国会場（釜山大学）           □釜山大学 劉教授     



 

 

 


